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メモ、 注意、警告 

メモ：コンピュータを{まいやすくするための重要な情報を説明しています。 

A 注意:ハードウェアの損傷やデータの損失の可能性を示し、その問題を回避するためのホをを説巧してい 
^ます。 

A 誉告:物的損害、けが、または死 t の原因となる可能性があることを示しています。 
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コンピューター内部の作業 


コンピューター内部の作業を始める前に 

コンピューターの損傷を防ぎ、ユーザー個人の安全を守るため、な下の安全に関するガイドラインに従って 
ください。特記がない限り、本書に記載されるを手順は、な下の条件を満たしていることを前提とします。 

• コンピューターに付属の「安全に関する情報」を読んでいること。 

• コンポーネントは交换可能であり、別売りの場合は取り外しの手順を逆順に実行すれば、取り付け可 
能であること。 

A 警吿コンピューター内部の作業を始める前に、コンピューターに付属の「安全に関する情報」に目を通 
してください。安全に関するベストプラクティスについては、規制コンプライアンスに関するホームぺ 

ージ ( www . dell . com / regulatory _ compliance ) を参照してください。 

八 注意:修理作業の多くは、認定されたサービス技術者のみが行うことができます。製品マニュアルで許可 
されている範西に限り、またはオンラインサービスもしくは電話サービスとサポートチームの指示によ 
ってのみ、トラブルシューティングと簡単な修 a を行うようにしてください。デルで認められていない 
修巧（内部作業）による損傷は、保証の巧象となりません。製品に付属しているマニュアルの「ま全に 
お使いいただくために」をお読みになり、指示に従ってください。 

/\ 注意:静電気による損傷を避けるため、静電気防止用リストバンドを使用する力\またはコンピューター 
の裏面にあるコネクターなどの塗装されていない金属面に定期的に触れて、静電気を身体から除去して 
ください。 

/\ 注患コンポーネントとカードは T 寧に取り扱ってください。コンポーネント、またはカードの接触面に 
触らないでください。カードは端、または金属のマウンティングブラケットを持ってください。プロ七 
ッサーなどのコンポーネントはピンではなく、端を持ってください。 

/\注意:ケーブルを外す場合は、ケーブルのコネクターかプルタブを持って引き、ケーブル自体を引っ張ら 
ないでください。コネクターにロッキングタブが付いているケーブルもあります。この場合、ケーブル 
を外す前にロッキングタブを押さえてください。コネクターを引き抜く場合、コネクターピンがかがら 
ないように、巧一に力をかけてください。また、ケーブルを接続する前に、両方のコネクターが同じホ 
向を向き、きちんと並んでいることを確認してください。 

メモ：お{まいのコンピューターの色および一部のコンポーネントは、本書で示されているものと異なる場 
合があります。 

コンピューターの損傷を防ぐため、コンピューター内部の作業を始める前に、次の手順を実行してください。 

1. コンピューターのカバーに傷がつかないように、作業台が平らであり、巧れていないことを確認します。 

2. コンピューターの電源を切ります（「コンピューターの電源を切る J を参照）。 

A 注意:ネットワークケーブルをかすには、まずケーブルのプラグをコンピューターから外し、次にケ 
ーブルをネットワークデバイスから外します。 

3. コンピューターからすべてのネットワークケーブルを外します。 

4. コンピューターおよび取り付けられているすべてのデバイスをコンセントから外します。 

5. システムのコン七ントが外されている状態で、電源ボタンをしばらく押して、システムを板の静電気を 
除去します。 
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6. カバーを取り外します。 

/\ 注意：コンピューターの内部に触れる前に、コンピューターの裏面など塗装されていない金属面に触 
れ、静電気を除去します。作業中は定期的に塗装されていない金属面に触れ、内部コンポーネント 
を損傷する恐れのある静電気を放出してください。 

奨励するツール 


この文書で説明する操作には、 K 下のツールが必要です。 

• 細めのマイナスドライバー 

• プラスドライバー 

• 小型のプラスチックスクライブ 


コンピューターの電源を切る 


注意:データの損失を防ぐため、コンピューターの電源を切る前に、開いているファイルはすべて保存し 
て閉じ、実行中のプログラムはすべて終了してください。 

1. オペレーティングシステムをシャットダウンします。 

- Windows 8 では： 

* タッチパネル入力を有劾にするデバイスの用法： 

a. 画面の右端からスワイプ入力し、チャームメニューを開き 、 Settings (設定）を選択 
します。 

t c !) を選択し、続いてシャットダウンを選択します。 

* マウスの 用法： 


a. 画面の右上隅をポイントし 、 Settings (設定）をクリックします。 

t ライセンス情報を展開または折りたたむには、む続いて Shutdown (シャットダウ 
ン）を選択します。 

- Windows 7 の場合： 

1. スタートをクリックします。0をクリックします。 

2. Shut Down (シャットダウン）をクリックします。 


または 

1. スタートをクリックします。6をクリックします。 

2. 下に示すように Start (開始）メニューの右下隅の矢印をクリックして 、 Shut Down (シヤウ 


ウダウン）をクリックします。 

ターと取り付けられているデバイスすべての電源が切れていることを確認します。オペレー 


コン ピ 

テイングシステムをシャツトダウンしてもコンピュー:: 
電源ボタンを6秒間押したままにして電源を切ります。 


ターとデバイスの電源が自動的に切れない場合、 
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コンピューター内部の作業を終えた後に 

交換（取り付け）作業が完了したら、コンピューターの電源を入れる前に、外付けデバイス、カード、ケー 
ブルなどが接続されていることを確認してください。 

1. カバーを取り付けます。 

注意:ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークデバイスに差し込み、次 
にコンピューターに差し込みます。 

2. 電話線、またはネットワークケーブルをコンピューターに接続します。 

3. コンピューター、および取り付けられているすべてのデバイスをコン七ントに接続します。 

4. コンピューターの 電源を入れます。 

5. 必要に応じて Dell 診断を実行して、コンピューターが正しく動作することを確認します。 
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システムの概要 

が下の図は前面べゼルとカバーを取り外した後のコンピュータの内面図です。コールアウトはコンピュータ 
内部のコンポーネントの名前とレイアウトを示しています。 
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1. コントロールパネル 

2. プラスチックカバー 

3. 冷却用エア フロー カバー 

4. フアン ブラケット 

5. システムフアン 
目.配電 ユニット 

7. 中央の拡張カードケージ 

8. 外側の拡張カードケージ 
日.コイン型電池 

10. SAS バックプレーン 

11. フロントシヤーシアセンブリ 

12. ハードドライブ 

13. オプティカルドライブ 


11 




12 



3 


前面べゼルの取り外し 


2 . 


「 コンピューター内部の作業を始める前に\ の手順に従います。 

支給されたキーを巧用して、前面べゼルのロックを解除します。 

a ) べゼルのリリースタブを持ち上げ、前面べゼルをコンピュータから引き出します。 
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前面べゼルの取り付け 

1. 前面べゼルを下向きにスロットに七ットし、コンピューターに向かって押し込みます。 

2. リリースタブを固定します。 

3. 支給されたキーを{ま用して、前面べゼルをロックします。 

4. \コンピューター内部の作業を終えたをに\ の手順に従います。 
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カバーの 取り外し 

1. \コンピューター内部の作業を始める前に\ の手順に従います。 

2. 次のコンポーネントを取り外します。 



- 前巧べ七/レ 

3. ラッチリリースロックを反時計方向に回してロック解除位置にします。 

a ) ラッチを持ち上げ、カバーをコンピューターの背面に向かってスライドさせます。 


4. カバーを持ち上げて、コンピューターから取り外します。 
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カバーの 取り付け 

1. コンピューターにカバーをセットし、カチッと所定の位置に収まるまで押し下げます。 

2. カバーラッチを押し下げます。 

3. 前面べゼルを取り付けます。 

4. \コンピューター内部の作業を終えたをに\ の手順に従います。 
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電源ユニットの取り外し 

1. 「 コンピューター巧部の作業を始める前に\ の手順に従います。 

2. オレンジのタブをラッチに向かって押したままにします。電源ユニットを引っ張りながら、コンピュー 
ターから取り出します。 
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電源ユニットの取り付け 

1. カチッと巧をの位置に収まるまで、電源ユニットをコンピューターに差し込みます。 

2. \コンピューター内部の作業を終えた後に\ の手順に従います。 
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ハードドライブキャリアの取り外し 

1. \コンピューター内部の作業を始める前に\ の手順に従います。 

2. 前面べゼルを取り外します。 

3. ハードドライブキャリアのリリースボタンを押します。 

a ) ハードドライブキャリアの持ち手を引っ張ります。 

b ) ハードディスクドライブをドライブベイから引き出します。 
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ハードドライブキヤリアの取り付け 

1. ハードドライブをドライブベイに挿入します。 

2. カチッと所定の位置に収まるまで、ハードドライブキャリアの持ち手を押します。 

3. 前面べゼルを取り付けます。 

4. \コンピューター内部の作業を終えたをに\ の手順に従います。 
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ハードドライブアセンブリの取り外し 


1. \コンピューター内部の作業を始める前に\ の手順に従います。 

2. 次のコンポーネントを取り外します。 


- 刖をべセ/レ 


3. 


-ハードドライブキャリア 

ハードドライブキャディをハードドライブに固定しているネジを外します。 
a ) ハードドライブをスライドさせながら、ドライブアセンブリから取り出します。 



29 



30 



ハードドライブアセンブリの取り付け 

1. ハードドライブをハードドライブキャディにセットします。 

2. ハードドライブをハードドライブキャディのいずれかの面に固定するネジを締めます。 

3. 次のコンポーネントを取り付けます。 

-ハードドライブキャリア 
- 前面べゼル 

4. \コンピューター内部の作業を終えた後に\ の手順に従います。 
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コントロールパネルの 取り外し 

/\ 注意：コントロールパネルの分解/組み立てには、 T10 と T8 の2種類のトルクドライバーが必要です。 

1. \コンピューター内部の作業を始める前に\ の手順に従います。 

2. 次のコンポーネントを取り外します。 

- 前面べゼル 



- カバー 

コントロールパネルを固定しているトルクネジを外します。 

a ) コントロールパネルケーブルを 外します。 

b ) コントロ'ールパネル基板を固定しているネジを外します。 




m 


皆 
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コントロールパネルの取り付け 

1. コントロールパネルケーブルを 取り付けます。 

2. コントロールパネルを固定するネジを取り付けます。 

3. コントロールパネルを固定するトルクネジを取り付けます。 

4. 次のコンポーネントを取り付けます。 

- カバー 

- 前面べゼル 

5. ^コンピューター内部の作業を終えた後に\ の手順に従います。 



36 



15 


オプティカルドライブの取り外し 


1. 「 コンピューター內部の作業を始める前に\ の手順に従います。 

2. 次のコンポーネントを取り外します。 


3. 


4. 


- 刖をべセ/レ 

- カバー 

-冷却用 エアフローカバー 

青色の y リースタブを表示方向に押し、プラスチックカバーを持ち上げます。 

a ) プラスチックカバーを反対側に固定しているヒンジからプラスチックカバーを外して、コンピュータ 
一から取り外します。 

〇 




電源ケーブルとデータケーブルをオプティカルドライブから外します。 

a ) 青色のリリースタブを押し下げ、コンピューターの前面に向かって押します。 

b ) オプティカルドライブをコンピュータの前面から取り出します。 



37 





38 



16 


オプティカルドライブの取り付け 

1 . オプティカルドライブをドライブベイに挿入します。 

2. 電源ケーブルとデータケーブルを接続します。 

3. —方のタブを金属ヒンジに固定し、もう ー ホを所定の位置にカチッと収まるまで押し込み、プラスチッ 
ク カバーを 取り付けます。 

4. 次のコンポーネントを取り付けます。 

-冷却用 エアフローカバー 

- カバー 

- 前面べゼル 

5. \コンピューター巧部の作業を終えた後に\ の手順に従います。 
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冷却用 エア フロー カバーの 取り外し 

1. \コンピューター内部の作業を始める前に\ の手順に従います。 

2. 次のコンポーネントを取り外します。 

- 前面べゼル 

- カバー 

3. 冷却用 エアフロー カバーをまっすぐ上に持ら上げて、システム基板から取り外します。 
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冷却用 エアフローカバーの 取り付け 

1. システムフアンの 前部の冷却用 エアフローカバーをシステム 基板に 七ット します。 



2. 次のコンポーネントを取り付けます。 

- カバー 

- 前面べゼル 

3. \コンピューター內部の作業を終えた後に\ の手順に従います。 
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SAS (シリアル接続 SCSI ) バックプレーンの 
取り外し 

1. \コンピューター内部の作業を始める前に\ の手順に従います。 

2. 次のコンポーネントを取り外します。 

- 前面べゼル 

- カバー 

-冷却用 エアフローカバー 
-オプティカルドライブ 
-ハードドライブキャリア 
-ハードディスクドライブアセンブリ 

3. すべての SAS ケーブルをそれぞれのリリースタブを押して取り外します。 


名 A 

参な 


4. 青をのリリースタブをハードドライブアセンブリの方へ矢印の方向に押し、 SAS バックプレーンをシス 
テム基板から取り外します。 

a ) SAS バックプレーンを持ち上げて、コンピューターから取り外します。 
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SAS (シリアル接続 SCSI ) バックプレーンの 

取りィ寺け 

1. 青色のリリースタブを押して、ハードドライブアセンブリに沿ってシステム基板のスロットにバックプ 
レーンを挿入します。 

2. SAS ケーブルを接続します。 

3. 次のコンポーネントを取り付けます。 

- ハードディスクドライブアセンブリ 
-ハードドライブキャリア 

-オプティカルドライブ 
-冷却用エアフローカバー 

- カバー 

- 前面べゼル 

4. \コンピューター巧部の作業を終えた後に\ の手順に従います。 


47 



48 




フロントシャーシアセンブリの取り外し 

1. 「 コンピューター内部の作業を始める前に\ の手順に従います。 

2. 次のコンポーネントを取り外します。 

- 前面べゼル 

- カバー 

-冷却用エア フロー カバー 

3. 2つのリリースタブを内側に押して、フロントシヤーシアセンブリをコンピューターの前面にスライド 
させます。 



49 



22 

フロントシャーシアセンブリの 取り付け 

1. カチジと所定の位置に収まるまで、コンピューターの背面に向かってフロントシャーシアセンブリをス 
ライドさせます。 

2. 次のコンポーネントを取り付けます。 

-冷却用エア フロー カバー 

- カバー 

- 前面べゼル 

3. \コンピューター內部の作業を終えた後に\ の手順に従います。 
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フアンブラケットの取り外し 

1. 「 コンピューター内部の作業を始める前に\ の手順に従います。 

2. 次のコンポーネントを取り外します。 

- カバー 

-冷却用 エアフローカバー 

3. リリースタブを両方同時に上向きに引き、 ファン ブラケットを解除します。 
a ) ファン ブラケットを持ち上げて、コンピューターから取り外します。 
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フアンブラケットの取り付け 

1. フアンブラケットをコンピューターにセットします。 

2. フアン コネクタの上にケーブルがないようにします。 

3. 同時に両方のリリースタブを下向きに押し、ブラケットを固定します。 

4. 次のコンポーネントを取り付けます。 

-冷却 用エアフローカバー 
- カバー 

5. \コンピューター内部の作業を終えた後に\ の手順に従います。 
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システム フアンの 取り外し 

1. \コンピューター内部の作業を始める前に\ の手順に従います。 

2. 次のコンポーネントを取り外します。 

- カバー 

- フロントシャーシア七ンブリ 

3. リリースタブを押して、フアンを持ち上げてシステムフアンアセンブリから取り外します。 
a ) 上記の手順を繰り返して、残りのシステムファンをアセンブリから取り外します。 
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システムファンの取り付け 

1. ファンがカチッと所定の位置に収まるまで、システムファンアセンブリに挿入します。 

2. 上記の手順を繰り返して、残りのシステムファンをアセンブリに取り付けます。 

3. 次のコンポーネントを取り付けます。 

- フロントシャーシアセンブリ 

- カバー 

4. \コンピューター内部の作業を終えた後に\ の手順に従います。 
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コイン型電池の取り外し 

1. 「 コンピューター内部の作業を始める前に\ の手順に従います。 

2. 次のコンポーネントを取り外します。 

- 前面べゼル 

- カバー 

-冷却用エア フロー カバー 

- フアン ブラケット 

3. ソケットからバッテリーが飛び出すようにバッテリーからリリースラッチを押します。コイン型バッテ 
リーをコンピューターから持ち上げます。 
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コイン型バッテリーの取り付け 

1. システム 基板の スロッ トに コイン 型電池を セット します。 

2. リリースラッチのバネが所定の位置に戻るまで、コイン型バッテリーを押し下げて固定します。 

3. 次のコンポーネントを取り付けます。 

- フアンブラケット 

-冷却用 エアフローカバー 

- カバー 

- 前面べゼル 

4. \コンピューター內部の作業の後に\ の手順に従います。 
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メモリの取り外し 


1. \コンピューター内部の作業を始める前に\ の手順に従います。 

2. 次のコンポーネントを取り外します。 


- 刖をべセ/レ 


- カバー 


3. 


-冷却用 エアフローカバー 
- フロントシャーシア七ンブリ 



メモリモジュールの両側にあるメモリ固定クリップを押し下げ、メモリモジュールを持ち上げてコンピ 
ューターから取り外します。 
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メモリの取り付け 

1. メモリモジュールをメモリソケットに差し込みます。 

2. メモリが固定クリップで所定の位置に固定されるまで、メモリモジュールを押し下げます。 

3. 次のコンポーネントを取り付けます。 

- ファンブラケット 

- フロントシャーシアセンブリ 
-冷却用 エアフローカバー 

- カバー 

- 前面べゼル 

4. \コンピューター内部の作業を終えた後に\ の手順に従います。 
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ヒートシンクの取り外し 


1. 「 コンピューター內部の作業を始める前に\ の手順に従います。 

2. 次のコンポーネントを取り外します。 


- 刖をべセ/レ 


- カバー 


-冷却用 エアフローカバー 


3. 

4. 


フロントシヤーシアセンブリ を前方に スライ ドさせます。 

ヒートシンクの拘束ネジを繼めます。取り外し中にヒートシンクの片側が持ら上がらないように対角線 
上のネジを緩めることお勧めします。 

a ) ヒートシンクを持ち上げ、コンピューターを取り外します。 
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トシンクの取り付け 

ヒートシンクをシステム基板のプロセッサーの上にセットします。 
ヒートシンクの対角線上の拘束ネジを締め固定させます。 

次のコンポーネントを取り付けます。 

- フアンブラケット 

- フロントシャーシアセンブリ 
-冷却用 エアフローカバー 

- カバー 

- 前面べゼル 

「 コンピューター内部の作業を終えた後に\ の手順に従います。 
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プロセッサーの取り外し 


1. 「 コンピューター內部の作業を始める前に\ の手順に従います。 

2. 次のコンポーネントを取り外します。 


- 刖面ベで/レ 

- カバー 

-冷却用 エアフローカバー 

- フロントシヤーシアセンブリ 

- フアン ブラケット 

- ヒートシンク 

3. プロセッサーを取り外すには： 


^ メモ：プロセッサーカバーは 2 つのレバーで 固定されています。どちらの レバーを 先に關きどちら 
の レバーが 先に閉じるか必要があるかを示したアイコンがあります。 


a ) プロセッサーカバーを保持している最初のレバーを所定に位置まで押し下げ、その固定フックから横 
へ外します。 

b ) 手順 「 a 」 を繰り返し、2つ目のレバーをその固定フックから外します。 

C ) プロセッサーカバーを 持ら上げて取り外します。 

d ) プロセッサーを持ち上げてソケットから取り外し、静電防止パッケージに入れます。 
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4. 上記の手順を繰り返し、2つ目のプロセッサー（あれ斌をコンピューターから取り外します。 

お使いのコンピューターにデュアルプロセッサースロットがあるかどうか確認するには、システム基板 
コンポーネントを参照してください。 
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プロセッサーの取り付け 

1. プロセッサーをソケットにセットします。 

2. プロセッサーカバーを取り付けます。 

に^ メモ：プロセッサーカバーは2つのレバーで固定されています。レバーにはどちらのレバーを先に 
開き、どちらのレバーを先に閉じる必要があるかを示すアイコンがあります。 

3. 最初のレバーを横方向へ固定フックにスライドさせ、プロセッサーを固定します。 

4. 手順「3」を繰り返し、2つ目のレバーを固定フックにスライドさせます。 

5. 次のコンポーネントを取り付けます。 


- ヒートシンク 

- フアンブラケット 

- フロントシャーシアセンブリ 
-冷却用エアフローカバー 

- カバー 

- 前面べゼル 

6. \コンピューター内部の作業を終えた後に\ の手順に従います。 
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拡張カードケージの取り外し 

1. 「 コンピューター内部の作業を始める前に\ の手順に従います。 

2. 次のコンポーネントを取り外します。 

- 前面べゼル 

- カバー 

3. 電源ケーブルを金属クリップから外します。 



4. 外側の拡張カードケージを持ら上げて、裏返します。 



5. 外側の化張力ードケージに接続するすべてのケーブルを外し、外側の化張力ードケージを持ち上げてコ 
ンピュータから外します。 



6. 中央のあ張力ードケージに接続するすべてのケーブルを外します。 
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7. 中央の拡張カードを持ち上げて、コンピュータから取り外します。 
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拡張力'ードケ'ージの取り付け 

1. 中央の拡張カードケージに繫ぐケーブルを接続します。 

2. コンピューターに、中央の拡張カードケージを取り付けまず。 

3. 外側の拡張カードケージに繫ぐケーブルを接続します。 

4. コンピューターに、外側の拡張カードケージを取り付けます。 

5. 拡張カードケージを繫ぐケーブルを配線しまず。 

6. 次のコンポーネントを取り付けます。 

- カバー 

- 前面べゼル 

7. \コンピューター巧部の作業を終えた後に\ の手順に従います。 
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配電ユニットの取り外し 

1. 「 コンピューター内部の作業を始める前に\ の手順に従います。 

2. 次のコンポーネントを取り外します。 

- 前面べゼル 

- カバー 

-冷却用エアフローカバー 

- 電源 ュニット 

- システムフアン 

- フアン ブラケット 

3. フロントシヤーシアセンブリを前方にスライドさせます。 

4. ホプティカルドライブの電源コネクタと SAS バックプレーンのそれぞれのコネクタの切り込み押して 
外側に引き、オプティカルドライブ電源コネクタと SAS バックプレーンコネクタを取り外します。 



5. CPU K CPU 2 電源コネクタと 、 CPU K CPU 2 メモリ電源コネクタと、配電ユニットのコネクタと、24ピ 
ン コネクタを システム 基板から取り外します。 
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6. すべてのケーブルを配線タブから外します。 

7. 配電 ユニッ トを固定しているネジを外します。 

a ) 配電 ユニットを 持ち上げて、コンピュータから取り外します。 
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配電ユニットの取り付け 

1. 配電 ユニッ トをコンピューターにセットします。 

2. 配電ユニットを固定するネジを取り付けます。 

3. すべての電源ケーブルを配線チヤネルを通して配線します。 

4. CPU 1 、CPU 2. SAS バックプレーン、オプティカルドライバー電源コネクターを接続します。 

5. フロントシヤーシアセンブリを元の位置にスライドさせます。 

6. 次のコンポーネントを取り付けます。 

-拡張カードケージ 

- フアン ブラケット 

- システムフアン 

-ハードディスクドライブアセンブリ 
-冷却用 エアフローカバー 

- カバー 

- 前面べゼル 

7. \コンピューター內部の作業を終えた後に\ の手順に従います。 
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リモートアクセスホストカードの取り外し 

1. \コンピューター内部の作業を始める前に\ の手順に従います。 

2. 次のコンポーネントを取り外します。 

- 前面べゼル 

- カバー 

-拡張カードケージ 

3. すべてのカードをカードライザーケージから取り外します。 

4. リリースタブを持ち上げて、ライザーボードを右側にスライドさせ、コンピューターから取り外します。 
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リモートアクセスホストカードの取り付け 

1. リモートアクセスホストカードを スロッ トに挿入します。 

2. 次のコンポーネントを取り付けます。 

-拡張カードケージ 

- カバー 

- 前面べゼル 

3. \コンピューター內部の作業を終えた後に\ の手順に従います。 
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SAS コン トローラーカードの取り外し 

1. \コンピューター内部の作業を始める前に\ の手順に従います。 

2. 次のコンポーネントを取り外します。 

- 前面べゼル 

- カバー 

-拡張カードケージ 

- リモートアクセスホストカード 

3. SAS コントローラーカードを固定しているネジを外し、コンピューターから取り外します。 



91 









92 



SAS コントローラーカードの取り付け 

1 .SAS コントローラーカー ドを固定するネジを取り付けます。 

2. 次のコンポーネントを取り付けます。 

- リモートアクセスホストカード 
-拡張カードケージ 

- カバー 

- 前面べゼル 

3. \コンピューター内部の作業を終えた後に\ の手順に従います。 
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システム基板の取り外し 


1. 「 コンピューター內部の作業を始める前に\ の手順に従います。 

2. 次のコンポーネントを取り外します。 


- 刖を]ベセ/レ 

- カバー 

-冷却用エア フロー カバー 

- ヒートシンク 

- プロセッサー 


-メモリ 


フロントシヤ ーシ アセンブリ 
電源 ユニット 



3. 


-拡張カードケージ 

- 配電 ユニット 

青色のリリースタブを持ち上げ、システム基板を指示方向の前方にスライドさせ、コンピュータから取 
り外します。 
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システム基板の取り付け 

1. システム基板をシャーシ内に置きます。 

2. システム基板をコンピュータの後方へスライドさせます。 

3. 青色のリリースタブを押します。 

4. 次のコンポーネントを取り付けます。 

- 配電 ュニット 

-拡張カードケージ 

- フアンブラケット 
-メモリ 

- プロセッサー 

- ヒート シンク 

- フロントシヤーシアセンブリ 
- 冷却用 エアフローカバー 

- カバー 

- 前面べゼル 

5. \コンピューター內部の作業を終えた後に\ の手順に従います。 
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システム基板コンポーネント 


な下の画像はシステム基板コンポーネントを示したものです。 



1. DIMM スロット 

2. システムフアンコネクタ 

3. 前面パネルコネクタ 

4. CPU 2 メモリ電源コネクタ 

5. 配電ユニットコネクタ 

6. 24ピン電源コネクタ 

7. 前面 USB コネクタ 

8. I / O ライザーバス 
日. SAS コネクタ 

10. PCIeG 2 S 7 バスコネクタ 
11. I / O ライザーバス 


12. SATA コネクタ 

13. コイン型電池スロット 

14. CPU 1メモリ電源コネクタ 

15. パスワードリセットジャンパー 

16. リアルタイムクロックリセットジャンパ 

17. プロセッサ1電源コネクタ 

18. プロセッサ1 

19. プロセッサ2電源コネクタ 

20. プロセッサ2 
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診断 LED 


電源ボタン LED 


00©© Q 


コンピューターの 電源が 
切れているか、またはコ 
ンピューターに 電力が供 
給されていません。 


トラブルシューティング 

診断 LED 

に！ メモ彰断 LED は POST プロセスにおける進巧状況のインジケーターです。 POST ルーティンを停止させ 
る問題については表示しません。 

診断 LED はシャーシの前面、電源ボタンの隣にあります。これらのライトは、 POST の間のみアクティブにな 
り、表示されます。オペレーティングシステムのロードが始まると、オフになり、表示されなくなります。 



プレ POST および POST LED も備わり、システムの問題点を簡単かつ正確に指摘することができるようになり 
ました。 

^ メモ:電源ボタンが植色、またはオフの場合、診断ライトが点滅し、青の場合は点滅しません。これには 
特別な意みはありません。 

ライトパターン 問題の内を トラブル g 拳テイング 


コ面一しけ源おワンしそン源と源、ににをどでンるとブ 
を背夕に付電、。ハョ用、コ電こ。！ If はトンとな品セい。ルー 
ルークトり 、ルのシ使はてのるする打ンオこ。ド製ンてすブケ 
.ブタネン取。プブ他クを口し一入まいあセ、るすン化コしまール 
一ーコセとすッーのテス場外夕にしてがンれいま夕電館しケネ 
ケユ源ンりまタケそロイるを一常認しプコさてしスのて機認源パ 
源ピ電 n かし源長びプバいらュ正確用ッ i つ認気別しが確電面 
電ンのとつ直電延ょニアてれピがを使夕電^確電の試卜かま刖 
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診断 LED 


電源ボタン LED 


©©#© □ 


システム 基板に障害が発 
生した可能性がありま 
す。 


〇©@© B 


システム基板、電源ユニ 
ットまたは周辺機器の障 
害が発生している可能性 
があります。 


の©©泣 



メモリモジュールが検出 
されましたが、メモリ電 
源障害が発生していま 
す。 


ライトパターン 


問題の内容 


トラブル為 i テ ィング 


板桥認七 1 ぅタンン 
を接 f ー ー。よーセタ 
ムとろコするユンボ 
テ^*;?のまれピコ源 

ス_ レー。 一し流ン源電 
みなゴタ外をコ電、。 
廷しれま 一り嘯 i しす 
ルにさしュ取電す効続ま 
ピを、ま有接し 
ント間しをに押 
コン分にートを 


のンた電面卜しのし基しあ 
ーコし。背スしチ灯ム生が 
夕すのテ押ッ点テ！ 
一り接ま卜源長ィがスが能 
ュ切はしッ電をス D シ題可。 
ピを卜に二るン尚るす 
ン源ンまュあ夕すのらにいま 
5苗セま源にボま隣た板てり 


あなお辺りユあ夕にが巧生が 
にし、周取置にボま卜周^ 

隣灯蔵のて装面卜まィ、が能 
の点内けベ源背スたラら題可。 
チが材す電のテし。た問るす 
ツで合外を、卜すしにいま 
イ^場び器しッ電をま灯器てり 
スるいよ機外二るンし点機しあ 


いム電 しおシ題可。 
なテ接麵で尚るす 
しス如し長れはにいま 
げシ P 外をこ A 摄てり 
も、 らりン 基しあ 
がはか取夕すたム生が 
D 合板をボましテ^!® 
K 場基； E 源し灯スが能 


皇岛題可。 
が間るず 
D 合にいま 
じ場卜てり 
もレツしち 
でな二生が 

れしュ！ 

そ灯源が能 


d I 口取ナコ 

メを場を'だ、 

诗藏 

ユてユ、り 
邮ジけジし取 
^モ付モ外度 
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©©@ ©口 


〇©@@ 回 


〇©@@ ^ 


CPU またはシステム基板 
に障害が発生した可能性 
があります。 


BIOS が壊れているか、見 
つかりません。 


システム基板に障害が発 
生した可能性がありま 
す。 


電源 コネクターが 正しく 
取り付けられていませ 
ん。 


正常に動作することを確 
認した CPU と交換:しま 
す。それでもコンピュー 
ターが起動できない場合 
は、 CPU ソケットに損傷 
がないか確認してくださ 

い。 

コンピューターのハード 

ウェアは正常に動作して 
いますが、 BIOS が壊れて 
いるか、または存在しな 
い可能性があります。 

PCI および PCIe スロット 
から周辺機器カードをす 
ベて取り出し、コンピュ 
ーターを再起動しまず。 
コンピューターが再起動 
したら、障害のあるカー 
ドを特定できるまで、周 
辺機器カードを1枚ずつ 
追加していきます。 

電源ュニットの 2 x 2 電源 
コネクターを取り付け直 
します。 


隱雖 トラブル為 i テ ィング 


ライトパターン 


診断 LED 


電源ボタン LED 


起ピに害ル r るいべまユをコタ にモのユけ 
再 ン常障一まユ刚けなす し ジけ場 M 動一ま常メそピ付 
をコ正、ユるジー付のを直モだる M 移ユし正る、ンり 
一。がらジきモこりールけリ個い的にピ動のいばコ取 
夕す一たモでの邱取ラー付モーてのーン起類てれをに 
一ま夕しを化別1をエユりメをけ別タコ再種しあリー〇 
ユし一動あ特、、ジ取。ル付、ク、を。じ作がモタす 
ピ動ユ起のをでルつかモてす一り合ネし一す同動リメーま 
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コイン型電化を 1 分間取 
り外し、再を取り付け、 
コンピュ ■ — 弓 '—を起動し 
ます。 

ディスプレイが接続され 
ていて電源が入っている 
か確認します。 


プロセッサーを取り付け 
直します。 


2個な 上のメモリ 
モジュールを取り 
付けている場各、 
モジュールを取り 
外し（サービスマ 
ニュアル参照）、 

1個だけ再度取り 
付け（サービスマ 
ニュアル参照）、 
コンピューターを 
再起動します。コ 
ンピューターが正 
常に起動したら、 
障害のあるモジュ 
ールを特をできる 


PCI および PCIe スロット 
から周辺機器力ードをす 
ベて取り出し、コンピュ 
ーターを再起動します。 
コンピューターが再起動 
したら、障害のあるカー 
ドを特定できるまで、周 
辺機器カードを1かずつ 
追加していきます。 


の留©© 

の©©© 

©©善© 


電源ボタン LED 

回 

□ 

回 

〇 

□ 

〇 


周巧機器力 ' —ドまたはシ 
ステム基板に障害が発生 
している可能性がありま 
す。 


システム 基板に障害が発 
生した可能性がありま 
す。 


コイン型電池に障害が発 
生している可能性があり 
ます。 


コンピューターは 通常の 
オンが態になります。コ 
ンピューターが 正常に 才 
ペレーテイングシステム 
に起動したら、彰断ライ 
卜は点灯しません。 

プロセッサーに障害が発 
生しています。 


メモリモジュールが検出 
されましたが、メモリ障 
害が発生しています。 


ライトパターン 


問題の内を 


トラブル 為 i テ ィング 


けてピ動ユしるき器つ 解、障 
付ベン起ピ動あで機ずまがはに〇 
外すコ再ン起の定理枚き sf 
びを、をコ再を周1い問ま 
よ器し一。が障を、をてもいムり 
お機外夕す一、ドでドしでなテあ 
蔵辺り一ま夕ら一ま一加。れしスが 
内周取ユし一た力る力そかシ害 
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ライトパターン 


診断 LED 


電源ボタン LED 


隱雖 トラブル為 i テ ィング 


まで、別のモジュ 
ール （1 回に1個ず 
つ）を追加するか、 
エラーの ないモジ 
ユ ールをすべて取 
り付け直します。 

同じ種類の正常に 
動作しているメモ 
リがあれば、その 
メモリをコンピュ 

ーターに 取り付け 
ます。 


電源ケーブルとデータケ 
ーブルを取り付け直しま 
す。 

すべての USB デバイスを 
取り付け直し、ケーブル 
接続を確認しまず。 


2個が上のメモリ 
モジュールを 取り 
付けている場答、 
モジュールを 取り 
外し（サービスマ 
ニュアル参照）、 

1個だけ再度取り 
付け、コンピュー 
ターを再起動しま 

つンヒ。づ •' ー タ 

一°が正霉に起動し 
たら、睦苦のある 
モジュールを 特定 
できるまで、別の 
モジュール （1 回 
に1個ずつ）を追 
加するか、 エラー 
のないモジュール 
をすベて取り付け 
直します。 

同じ種類の正常に 
動作しているメモ 


の©©©广 


グラフィックスカードに 
障害が発生した可能性が 
h <0 ます。 


の©©® 


□ 

□ 

□ 


ハードドライブに障害が 
起こっている可能性があ 
ります。 

USB に障害が発生した可 
能性があります。 


メモリモジュールが検出 
されません。 


の力てし 力直 こる一そヒ付 
けスれ認スけるい力、ンり 
イ付クさ確ク时すてク合コ取 
レ外ッ続を ッり作つッ場をに 
プがィ接と V © 。動かィるドー〇 
スーフにこ。フをすに分フあータす 
ィタラ ドるす ラ ドま常がラが力一ま 
デニグーいまダーし正とグドのユけ 
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〇@©© 

©©©© 


電源ボタン LED 


□ 

□ 


□ 


メモリモジュールは 検出 
されましたが、 メモリの 
設をまたは互換性 エラー 
が発生しています。 


おおカードに障書が発生 
した可能性があります。 


システムを板のリ ソース 
および ハー ドウエアのど 

ちらかまたは両ホの障害 
が発生した可能性があり 
ます。 


ライトパターン 


問題の内容 


トラブル為 i テ ィング 


のユけ ク別とがユトを 
そピ付 ーネ特こ。リピーと 
、ンり ユコ にいすモンポこ。 
ばコ取 ジリ置なまメコサるす 
れをに モモ配がしるのでいま 
あリー。リメの件認すい一てし 
がモタす モ/1要確用使夕れ認 
リメーま メルタなを使お一さ確 


一一し一参クるま 
力力外夕をリいべ 
ク張り一 C フて調 
ッ拡取ユしンしを 
イのつピ動 n 生か 
フ外 1 ン起、発う 
ラなをコ再}がど。 
ダドドてを照卜かす 


いし付をン起 
な外りドコ再 
しり取一、を 
決取を力て一。 
解、ドのし夕す 
がは一別外一ま 
襲 ロカ、 りュし 
豐たけ取ピ動 


おに繰ン常取カリリシま 

るてをコ正、の、フルし 
いベス。がら後てンブグ 
てすセす一た最いコラン 
けドロま夕したつの トイ 
付ープし一動しにスをテ 
り力の返ュ起外ドートー。 
取張こりピにりーソクュす 


けてピ動ユしるき器つ 
ア付 ベン起ピ動あで機ずま 
リ外すコ再ン起の定辺；^き 
クびを、をコ再を周1い 
のよ 器し一。が障を、をて 

C > ) rss - . 


S 

M 


解、/ポ 

がをン 

嬰擾コ 

US 

もいム基 
でなテム 
れしステ 

内周取ュし一た力る力そ決シス 


お機外夕す一、ドでドし 
蔵'辺り一ま夕ら一ま一加 
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ライトパターン 

診断 LED 電源ボタン LED 


隱の崎 トラブル為 i ティング 


な'胃 W 


©©©©巳 


化の障害が発生していま 
す。 


ディスプレイ/モ 
ニターが 外付けの 
グラフイックスカ 
ードに接続されて 
いることを確認し 
ます。 

ハード ドライブお 


拷巧?巧え 


が正しくシステム 
基板に接続されて 
いることを確認し 
ます。 


デバイス （フロッ 
ピー ドライブや ハ 
ードドライブな 
ど）の エラーメッ 
セージが画面に表 
示されている場合 
は、そのデバイス 
が正常に機能して 
いるかどうかを確 
認します。 


0 S がデバイス（フ 
ロッ ピードライブ 
またはホプティカ 
ルドライブなど） 
からの起動を試み 
ている場香は、セ 
ットアップユーテ 
ィリティを使用し 
て、コン ピユ'ータ 

' 一に取り付けられ 

ているデバイスの 

起動順序が M 切か 
どうかを確認しま 


エフ' ーメツ七'ージ 

コンピューターを完全に 停止させる ェラー 

これらの ェラーメッ七ー ジは システムの 電源を入れなおすことを要求してコンピューターを停止させます。 
な下の表に BIOS ェラーメッ セージの一覧を表示します。 

• Error ! Memory configure 口 incorrectly . Please enter Setup for Memory Info details . (てフー! メモリ ーか正しく 

構成されていません。メモリーに関する詳細はセットアップを押してください。） 

• Alert ! Processor Cache Size Mismatch . (警告!プロセッサーのキヤッシュサイズが一致していません。） 

• Alert ! Processor Type Mismatch . (警告！プロセッサーのタイプが一致していません。） 

• Alert ! Processor Speed Mismatch . (警告！プロセッサーの速度が一致していません。） 

• Alert ! Incompatible Processor detected . (警告！適合しないプロセツサーが検知されました。） 
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コンピューターを 段階的に停止させる エラー 

これらのエラーメッセージはお使いのコンピューターを段階的に停止させ、 < F 1> を押して続行または < F 2> 
を押してセットアップユーテイリテイにアクセスすることを要求するメッセージが表示されます。が下の表 
に BIOS エラーメッセージの一覧を表示します。 


• Alert ! Air temperature sensor not detected . (警告!空気温度センサが検知されません。） 

• Alert ! Card-cage fan failure . (警告!力ードケージフアンの障害です。） 

• Alert ! CPU 0 fan failure . (警告！ CPU 0 フアンの障害です。） 

• Alert ! Chipset heat sink not detected . (警告！チップセットヒートシンクが檢知されません。） 

• Alert ! Operating in debug mode . Please populate memory in pairs for normal operation . (警告!ァバッダモード 
で作動しています。通常モード用に対のメモリーを追加してください。） 

• Alert ! Power supply fan failure . (警告!電源フアンの障害です。） 

• Alert ! Previous fan failure . (警告!前回のフアンの障害です。） 

• Alert ! Previous processor thermal failure . (警告!前回のプロセッササーマルの障害です。） 

• Alert ! Previous reboot was due to voltage regulator failure . (警告!前回の再起動は電圧レギュレータの障害 

が原因です。） 

• Alert ! Previous shutdown due to thermal event (警告!前回のシャットダウンは熱イベントによるもので 
す。） 

• Alert ! Previous voltage failure . (警告!前回の電圧の障害です。） 

• Alert ! System battery voltage is low . (警告!システムのバッテリー電圧が低くなっています。） 

• Alert ! Uncorrectable memory error previously detected at XXXXXXXXh (警告!前回 XXXXXXXXh に検知した メ 

モリ ーエラーの 修復ができません。） 

• Alert ! Unable to initialize fan controller . (警告!フアンコントローラーの初期化ができません。） 

• プラダ&プレイの設定エラー 

コンピューターを停止させないエラー 

これらはコンピューターを停止させるエラーメッセージではありませんが、警告メッセージを表示し、数秒 
間後に起動を行います。 BIOS エラーメッセージの一覧を次の表に示します。 

• Alert ! Cover was previously removed . (警告！カバーが取り外されました。） 

• Alert ! Error initializing PCI Express slot n (or bridge ). (警告! PCI Express スロット n (またはブリッジ）の初 
期化に問題が発生しました。） 
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47 


仕様 

gj メモ: 提供される内容は地域によって異なります。次の仕様には、コンピューターの出荷に際し、法によ 
り提示が定められている項目のみを記載しています。お使いのコンピューターの設定については、 スタ 
' ートーヘルプとサポ'ー トをクリックして、お使いのコンピュ' — 夕 .—に関する情報を表示するオプシヨ 
ンを選択してください。 


表 1. プロセッサ 


機能 

仕様 

タイプ 

4、6、および8コア IntelXeon プロセッサー 

キャッシュ 

インストラクシヨンキャッシュ 

32 KB 

てータキャッンュ 

32 KB 

256 KB ミッドレべルキャッシュ/コア 

最大20 MB (4 C : 10 MB 、6 C : 15 MB /12 MB 、8 C : 2日 MB ) すべてのコア 
で共有されるラストレベルキャッシュ 

表2.システム情報 

機能 

仕様 

チップ セット 

Intel C 60 日チップセット 

BI 日 S チップ ( NVRAM ) 

8 MB + 4 MB シリアルフラッシュ EEPR 0 M 

表3.メモリ 

メモリ 

仕様 

タイプ 

1600 DDR 3 ECCRDIMM 

速度 

10661 VIhz . 1333 Mhz 、 または 1目00 MHz 

コネクタ 

16個の DIMM スロット 

容量 

2 GB 、4 GB 、8 GB 、 おとび 16 GB 

最小メモリ 

4 GB (2 x 2 GBDIMM ) 

最大搭載メモリ 

256 GB 

表 4. ビデオ 

ビデオ 

仕様 

ディスクリート 

PCI Express x 16 ダラフィックスカード（フル ハイト • 
フルレングス） 最大 3 枚/最大 邮日 W 
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表日.オーディオ 


ホーテイホ 

仕様 

内蔵 

RealtekALC 3220 オーディオコーデック 

表6.ネットワーク 

ネットワーク 

仕様 

内蔵 

Intel 82579 および Intel 82574イーサネットコントロー 

表7.拡張バス 

拡張バス 

仕様 

バスのタイプ： 

PCI Express 3.0 

PCI Express 2.0 

PCI 2.3 (オプション） 

SAS 

USB 2.0 

SATA 3 

バススピード： 

PCI : 133 MB / 砂 

PCI Express : 

• PCIe 3 .日 x 16 スロッ ト双方向速度- 16 GB / 秒 

• PCIe 3 .日 x 8 スロッ ト双方向速度- 8 GB / 秒 

• PCIe 3.0 x 4 スロッ ト双方向速度- 4 GB / 秒 

• PCIe 2 .日 x 4 スロッ ト双方向速度- 2 GB / 砂 

PCI 2.3 (32 ビット、33 MHz ): 133 MB / 秒 

SAS :3 Gbps 、 6 Gbps 

SATA :1.5 Gbps 、3.0 Gbps 、6 Gbps 

USB :ハイスピード （480 Mbps ) 、フルスピード （12 
Mbps ) 、ロースピード （1.2 Mbps ) 

表8.カードスロット 

カードスロット 

仕様 

アウターライザー： 

スロット1 

PCI Express 3.0 x 4/ x 1 6 (エレクトリカル/メカニカル、 

フルハイト、フルレングス） 

スロット2 

PCI Express 3.0 x 16 (エレクトリカル/メカニカル、フ 

ルハイト、フルレングス） 

スロット3 

該当なし 


スロット4 PCI Express 3.0 x 16 (エレクトリカル/メカニカル、フ 

ルハイト、フルレングス） 

センターライザーオプション1: 
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力' ードスロット 

仕様 

スロット已 

PCI Express 3.0 x 8/ x 1 6 (エレクトリカル/メカニカル、 

フルハイト、フルレングス） 

スロット6 

PCI Express 3.0 x 16 (エレクトリカル/メカニカル、フ 

ルハイト、フルレングス） 

センターライザーオプション2 : 


スロット已 

PCI 32 b 、5 V 、 フルハイト、フルレングス 

スロット6 

PCI Express 3.0 x 16 (エレクトリカル/メカニカル、フ 

ルハイト、フルレングス） 

後部10 : 


スロット7 

PCI Express 2.0 x 4/ x 16 (エレクトリカル/メカニカル、 

ハーフハイト、ハーフレンダス） 

表 9. ドライブ 


ド'ライ 
ブ 

仕様 

外部アクセス可能： 


スリムライン SATA オプティカルベイ 

(1) 

2.5 インチドライブベイ 

内蔵 LSI 230 目コントローラ付き6台の SAS または 
SATA ドライブ、または LSI 9271-8 i カード付き6台の 
SAS または SATA ドライブ 

内部 アクセス 用 

なし 

表 10. 外部コネクタ 


外付けコネクタ 

仕様 

ホーディホ 

ステレオ出力、マイク/ライン入力 

ネットワーク 

RJ -45 スロット （2) 

シリアル 

9ピンコネクター （1) 、1655 0 C 互換 

USB 

前面パネル （2) 、後部パネル （4) 

ビデホ 

ビデオカード依存 

システム ID 

CMA (Cable Management Arm ) リモート LED コネクタ 

表 11. 巧蔵コネクター 


内蔵 コネクター 

仕ぉ 

SATA 

36ピンミニ SAS コネクター （2) 、7ピン SATA コネ 
クター （1) 

ライザー 

2加ピンコネクター （2) 

前面 USB 

14ピンコネクター （1) 

システム電源 

24ピンコネクター （1) 

配電基板通信 

6ピンコネクターり） 
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內蔵コネクタ^一 

仕様 


前面 パネルコントロール 

28ピンコネクター （1) 


システムフアン 

4ピンコネクター （6) 


ホストカ ■ —ドリモ' —卜電源コントロ ' —ル 

2ピンコネクター （1) 


CPU / メモリ電源 

4ピンコネクター (4) 


メモリ 

後部10 : 

240ピンコネクター （12) 

( DDR 3) 

PCI Express 

ライザー： 

アウターライザー 

98ピンコネクター （ x 8) 

(1) 

P し 1 Express 

センターライザーオプション1: 

164ピンコネクター （ xl 6) 

城 

P し 1 Express 

センターライザーオプション2 : 

164ピンコネクター （2) 

( XI 6) 

PCI 

120ピンコネクター （1) 

(32 ビット） 

P し 1 Express 

前面10 : 

164ピンコネクター （1) 

( XI 6) 

前面 USB 

14ピンコネクター （1) 


内蔵 USB 

4ピンコネクター （1) 


前面 パネルコントロール 

HDD 背面パネル： 

28ピンコネクター （1) 


SATA 

36ピンミニ SAS コネクタ 
クター （6) 

一 （2) 、29ピン HDD コネ 

電源 

表12.コント ロール およびライト 

14ピンコネクター （1) 


コントロールおよびライト 仕様 




電源ボタンライト： 消げ ー システムは電源が入っていないか、または電源に接続されていま 

せん。 

青色のライトの点灯 ー コンピューターは正常に動作しています。 

青色のライトの点滅 ー コンピューターは待機モードです。 

谎巧色のライトの,だげ ー コンピューターは起動しておらず、システム基 
板または電源ュニットに問題があることを示します。 

瑞巧色のライトの点滅 ー システム基板に問題があることを示します。 

システム ID ボタンとライト 青色のライト ー ボタンを押すと、点滅（シャーシの前後）します。もう 

一度ボタンを押すと、電源が切れます。 

ドライブアクティビティライト青色のライトー青色のライトが点滅している場合は、コンピューターが 

ドライブからデータを読み込み中、またはハードドライブに書き込み中 
であることを示します。 
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コントロール およびライト 仕様 


ネットワークリンク保全ライト青色のライトーネットワークとコンピューターの間の接続が良なです。 
(前前： 


オフ（消灯）ーコンピュータがネットワークへの物理的な接続を検出し 
ていません。 

ネットワークリンク保全ライト緑色のライトーネットワークとコンピューターが 10 MB/S の速度で正し 
(背面）： く接続されていることを示します。 

オレンジ色のライトーネットワークとコンピューターが 100 MB/S の速 
度で正しく接続されていることを示します。 

澄色のライトーネットワークとコンピュータが1000 MB/S の速度で正し 
く接続されていることを示します。 

ネットワーク動作ライト 澄色のライトー接続でネットワーク動作があると点滅します。 


彰断ライト オフ ー コンピューターはオフ、または POST を完了しています。 

谎 I 白色のライト/点滅 ー サービス マニュアルで 診断コードを参照してく 
ださい。 


表口.電源 


電源 

仕様 

コイン型バッテリー 

3 VCR 2032 コイン型リチウムバッテリー 

電圧 

100 V 〜240 V 、12.0 0 A 〜目 .0 日 A 、 5日 Hz 〜60 Hz 

ワット数 

1023 W : 100 VAC 〜120 VAC 、1100 W : 200 VAC 〜240 
VAC 


1400 W : 20 日 VAC 〜 240 VAC 

最大熱消費 

4774 BTU / 時 

メモ:熱放散は電源のワット數定格に基づいて算出されています。 

。メモ:電圧設定に関する重要な情報については、 
くための情報を参照してください。 

お使いのコンピューターに同栖のを全にお使いいただ 

ま 14. 物 a 的仕様 


物理的仕様 

仕様 


高さ 


86.30 mm 

幅 


440.60 mm 

奥行き 


前面べゼルを含む 

792.70 mm 


前面べゼルを含まない 

753.郎 mm 

重量（最小） 


前面べゼルを含む 

19.43 kg (42.74 lb ) 


前面べゼルを含まない 

19.06 kg (41.92 lb ) 
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ま 1 日.環境 

環境 

温度： 

動作時 
保管時 

相対湿度（最大) 
動作時 
保管時 
最大振動： 

動作時 
保管時 
最大衝撃： 

動作時 

保管時 


仕様 


10〜35で（如〜 95° F ) 

-40 〜扣で (-40 ° F ~ 149 ° F ) 


10-90% (結露しないこと） 
已〜95 % (結露しないこと） 


0.0002 G 2 /HZ で 5 〜 3日0 Hz 
0.001— 0.01 G 2 /HZ で 5 〜 500 Hz 


パルス持続時間2ミリ秒 +/- 10%で40 G +/- 5〇/〇 (51 
cm / 秒にホ目当） 

パルス持続時間2ミリ秒 +/- 10%で105 G +/- 5% (127 

cm / 秒にホ目当） 


空気中浮遊汚染物質レベル 


に A - S 71.04 -1985 のを義により G 1 またはそれ未満 





セツトアップユーテイリテイ 
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起動メニュー 

旧ノく ■ ージョ ンのヮ ークステ ■ ー シヨン プラッ トフォ' ームと同様、この コン ピュ ■ 一 巧' 一 は1回限りの起動メニュ 
一に対応します。セットアップユーティリティで定義した起動デバイス順序をスキップして、特定のデバイ 
ス（たとえば、フロッピー、 CD - ROM 、 またはハードドライブ）から直接起動できるスピーディで便利なメカ 
ニズムを提供します。 

• アクセスが 容易一く CtrlxAl 杉く F 8> キーストロークはまだ有劾で、メニューの呼び出しに使用できます 
が、システム起動中に < F 12> を押すだけでメニューにアクセスできるようになりました。 

. ユーザー プロンプ トーメニューへのアクセスが 簡単になった他、 ユーザーは BIOS スプラ ジシュ 画面 
で キース ト ロークを 使用して操作することができるようになりました。 キーストロークはユーザー 
に「非表示」ではなくなりました。 

• 診断オプションー起動メニューには 、 IDE Drive Diagnostics ( IDE ドライブ診断） （9 日/90ハードドライ 
ブ診断）と Boot to the Utility Partition (ユーティリティパーティションへの起動）という2つの診断ホ 
プションが用意されています。ユーザーは、 < Ctrl >< Alt >< D > と < Ctrl >< Alt >< D > と < Ctrl >< Alt >< F 10> という 
キース ト ローク を覚える必要がなくなりました。 

Wa メモ：1回限りの起動メニューは現在の起動のみに影響するため、トラブルシューティンダの後、技術担 
当者がいなくても、起動順序を元に戻すことができるというメリットがあります。 

コンピューターには、 Dell ロゴ 画面で P 日 ST プロセス 中に使用可能な キーストロークオプションがいくつ かあ 
ります。 このキース ト ロークによって一部のオプションが 使用可能になります。 

キーストローク 機能 説明 

< F 2> セットアップユセットアップユーティリティを使用して、ユ 

ーティ y ティをーザー定義の設定を変更します。 

起動する 

< F 12> 起動メニューを1回限りの起動および診断ユーティリティメ 

起動する ニュ '一 

タイミングキーシーケンス 

セットアップで最初に初期化されるデバイスは、キーボードではありません。そのため、キーストロークを 
押すタイミングが早すぎると、キーボードをロックしてしまいます。この攝合、 モニターに キーボード エラ 
一が表示され、 < Ctrl >< Alt >< Del > キーでシステムを再起動できなくなります。 

このトラブルを避けるため、キーボードが初期化されるまで、キーストロークを押さないでください。この 
タイミンダをチェックするには、2通りの方法があります。 

• キーボードのライトが点滅する。 

モニターが すでに立ら上がっている攝合は、2番目のホ法が良いでしょう。 モニターが まだ立ち上がってい 
ない攝合は、ビデオ信号が表示されるまでにチャンスを逃してしまうこともあります。その攝合、ライトで 
チェックする1番目の方法でキーボードが初期化されたことを確認しまず。 
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Dell Diagnostics (診断）プログラム 

工場出荷時にインストール巧みのプラットフォームには、インストール巧みユーテイリテイパーティション 
に32ビットシステム診断機能を備えています。システム起動中に < F 12> キーストロークを使用して診断機能 
にアクセスし 、 Diagnostics (診断）を選択します。 

キーストロークを押すと、適切なモジュールが読み込まれ、 PSA 診断機能が起動します。これがスキップさ 
れると、標準の Dell Diagnostics メインメニューが表示されます。診断を終了すると、システムは再起動し、 
インストール巧みのオペレーティングシステムに戻ります。 < Ctrl >< Alt >< Del > キーストロークでコンピュータ 
一を再起動した場合も、システムは通常の起動シーケンスに戻ります。 

サービス交換を行ったドライブには、ユーテイリテイパーティションはないため、上記の機能は使用できま 
せん。キーストロークを押しても、無視されます。 

に i メモ： ユーテイリテイパーティションは、デバッグルーテインや FD に K ユーテイリテイで保護されていま 
せん。 

セットアップユーテイリテイのオプション 

。メモ:お{ま V 、のコンピューターおよび取り付けられているデバイスによっては、本項に一覧表示された項 
目の-部がない場合があります。 

• BIOS の設ををを更するには、な下のオプションのいずれかを選択して情報を更新し、 Apply 随用） 

をクリックします。 

• 工場出荷時の設定に戻すには 、 Load Defaults (デフォルトの読み込み）をクリックします。 

• ウインドウを閉じるには 、 Exit (終了）をクリックします。 


General (一般) 


System Board な下の情報が表示されます。 

• システム情報 ； BIOS バージョン、サービスタグ、エクスプレスサービ 
スコード、アセットタグ、製造日、所有日を表示します。 

• メモリ情報：取り付け済みのメモリ、メモリスピード、アクティブチ 
ャンネル数、メモリテクノロジー、 DIMM 1サイズ 、 DIMM 2サイズ、 
DIMM 3サイズ 、 DIMM 4サイズ 、 DIMM 5サイズ 、 DIMM 6サイズ、 
DIMM 7サイズ 、 DIMM 8サイズ 、 DIMM 9サイズ、 DIMM 10サイズ、 
DIMM 11サイズ 、 DIMM ロ サイズ 、 DIMM ロ サイズ、 DIMM 14サイズ、 
DIMM 15サイズおよび DIMM 16サイズを表示します。 

• プロ七ッサー情報：を CPU のプロセッサー情報を表示します。な下の 
フィールドは、 CPU 1と CPU 2で共通です：プロセッサータイプ、プロ 
セッサースピード、 QPI スピード、プロセッサー L 2 キャッシュ、プロ 
セッサー L 3 キャッシュ、プロセッサー ID 、 Microcode バージョン、マ 
ルチコア巧応、 HT 対•応、および64ビットテクノロジー 

• スロット情報： SL 0 T 1、 SL 0 T 1、 SL 0 T 2、 SLOTS . SL 0 T 4、 SLOTS 、 SL 0 T 6、 

および SLO 口 を表示します。 


Date/Time 現在の日時設をを表示します。システムの日付と時間設定をを更すると、す 

ぐに適用されます。 

Boot Sequence このリスト内の指をされたデバイスからコンピュータが 0 S を探す順序です。 

• USB Floppy Drive (USB フロッピードライブ） 

• ハードディスクドライブ 

• CD / DVD / CD-RW Drive ( CD / DVD / CD-RW ドライブ） 

• オンボード、または USBCD - R 0 M ドライブ 
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統合ネットワークカードを有劾または無劾にします。統合 NIC を次のように設 
定します。 


Integrated NICs 


• 無劾 

• Enable (有劾）（デフオルト） 

• PXE で有劾 

USB Controller 内蔵 USB コントローラを有効または無劾にします。 

• 無劾 

• Enable (有劾）（デフオルト） 

• No boot (起動なし） 

Serial Port #1 内蔵シリアルポートの動作を決定します。 

• 無劾 

. 自動（デフオルト） 

• COM 1 

• COM 3 

Miscellaneous Devices 各種システムデバイスを有劾または無劾にします。 
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• 前面 USB 

• Rear USB (後部 USB ) 

• ホーディホ 


ビデオ_ 

Primary Video 2台な上のコントローラーが使用可能な場合、システムがプライマリビデオコン 

トローラーを割り当てる順序を指定することができます。 

• コントローラ1 

• コントローラ2 

パフホ—マンス 

Multi Core Support コンピューターで1台、またはすベてのコアを有劾にするか否かを指定します。 

Enable Multi Core Support (マルチコアサポートを有劾化） ー デフォルトで有劾 

Hype 卜 Threading ハイパースレッ ドテクノロジーを有 劾 または無劾にします。 

Technology Enable Hyper-Threading Technology (ハイパースレッドテクノロジーを有劾化） 一 

デフォルトで無劾 

Intel TurboBoost プロセッサーの Intel TurboBoost モードを有劾、または無劾にします。 

Enable Intel Turbo Boost Technology (Intel TurboBoost モードを有劾化）ーデフォ 

ルトで有劾 

Intel SpeedStep プロセッサーの Intel SpeedStep モードを有劾、または無劾にします。 

Enable Intel SpeedStep (Intel SpeedStep モードを有劾化） ー デフォルトで有劾 

C States Control 追加のプロセッサーのスリープ状態を有劾、または無劾にします。 

C States Control (C ステータスコントロール） ー デフォルトで有劾 

Hardware Prefetcher 有劾にすると、自動的にデータとコードをプロフェッサーにプリフェッチ（事 

前読み出し）します。 

Enable Hardware Prefetcher (Hardware Prefetcher を有劾化） ー デフォルトで有劾 

Adjacent Cache Line 有劾にすると、プロセッサーが現在および後続のキヤッシュラインを取得しま 

Prefetch す。 

Enable Adjacent Cache Line Prefetch (Adjacent Cache Line Prefetch を有劾化）ーデ 

フォルトで有劾 

Limit CP 川 D Value プロセッサーの標準 CPU ID 機能がサポートする最大値を制限します。 

Enable CPUID Limit (CPU ID 値の制限を有劾化）ーデフォルトで無劾 

Memory Node Interleaving 物理的プロセッサー間で分散し、ホペレーテインダシステムにレポートするシ 

ステムメモリの数をコントロールします。 

• SMP (デフォルト） 

• NUMA (デュアルプロセッサシステムのデフォルト） 

仮想化サポート 

Virtualization Intel Virtualization Technology によって提供される付加的なハードウェア機能 

を仮想マシンモニター ( VMM ) が利用できるようにするかどうかを指定しま 
す。 
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仮想化サポート 



Enable Intel ® Virtualization Technology ( Intel ® 仮想化技術の有劾化）-デフオル 

卜で有劾 

VT for Direct I/O 

Virtual Machine Monitor ( VMM ) でダイレクト 1/日用 Intel Virtualization Technology 

による追加ハードウエア機能を使用できるようにするかどうかを指定しま 
す。 

Enable Intel ® VT for Direct I/O ( Intel ® VT for Direct I / O を有劾化）-デフオルトで 
無劾 

セキュリティ 

Administrator Password 

不正なューザーによる設をを更を禁止します。な下の詳細情報を入力して [0 K ] 

をクリックします。 

1. 古いパスワード 

2. 新しいパスワード 

3. 新しいパスワードを再入力します。 

System Password 

不正なューザーによる起動を禁止します。な下の詳細情報を入力して [0 K ] をク 
リックします。 

1. 古いパスワードを入力ーパスワードが設定されていない場合は 、 [Enterthe 
old password ] (古いパスワードを入力）フィールドも設をされません。 

2. Enter the new password (新しいパスワードを入力する） 

3. パスワードを再入力します。 

Password Changes 

システムパスワードと管理者パスワードの相互関係をコントロールします。 

Enable Password Changes (パスワードを更を有効化）（デフォルトで有効） 

TPM Security 

システムの TPM (Trusted Platform Module ) を有効にし、オペレーティングシス 
テムから認識できるかどうかをコントロールします。有効に設定すると 、 POST 
中に BIOS が TPM をオンにし、オペレーティングシステムで使用できるようにな 
ります。 

TPM Security ( TPM セキュリティ）（デフォルトで無効） 

有効に設をすると、な下の3種類のオプションを選択できます。 

• Deactivate (非アクティブ化） 

• Activate (アクティブ化） 

• クリア 

CPU XD Support 

プロセッサーの XD (Execute Disable ) モードを有効または無効にします。 

Enable CPU XD Support (CPU XD サポートを有効化） ー デフォルトで有効 

OROM Protection 

起動中、オプション ROM 設定 （ CTRL + I または CRTL + P ) へのアク七スを許可する 
かどうかを化をします。 

Enable OROM Protection ( OROM 保護を有効化） ー デフォルトで有効 

Computrace ( R ) 

オプシヨンの Absolute Software 社製 Computrace Service の BIOS モジュールイン 
ターフェースを有効または無効にします。 

• Deactivate (無効）■デフォルトで無効 

• 無効 

• Activate (アクティブ化） 
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セキュリティ_ 

Chassis Intrusion シャーシイントルージョン機能をコントロールします。このオプションは次の 

ように設定できます。 

Clear Intrusion Warning (イントルージョン警告を解除）ーデフォルトで有効 
このチェックボックスを選択すると、使用可能なオプションが有効化されます。 

• 無劾 

• 有劾 

• On-Silent (ホンサイレント）ーデフォルトで有劾に設定されます（シャ 
ーシイントルージョンが検出された攝合）。 


電源管理 


AC Recovery 電力損失の後、 AC 電源を回復した場合のシステムの対応を決定します。 AC 回 

復を次のように設定できます。 

• Power Off (電源オフ）（デフォルト） 

• 電源ホン 

• Last State (最後の状態） 


Auto On Time 


Deep Sleep Mode 


Remote Wake Up 


自動的にコンピューターを立ち上げる時間を設定します。標準的な12時間形 
式（時間/分/秒）で時間をみ定します。時間と AM/PM フィールドに数値を入力 
して、起動時間を変更します。次のオプションがあります： 

• Disable (無劾）（デフォルト） 

• Every Day (毎日） 

• Weekdays (平日） 

メモ： この 機能は、電源 タツプのスイツチ や サージプロテクターでコンピュ 
ーターの 電源をオフにした場合、または Auto Power (自動電源）が無劾に 
設定されている場合は動作しません。 

シャツトダウンまたはハイバーネイドモードの間、コンピューターを省電カモ 
ードにするかどうかを決定します。 

Enable Low Power Mode (低電カモードを有劾化） ー デフォルトで無劾 

サスペンド、 ハイ バーネイド、またはオフ状態からリモートでシステムをウェ 
ークするかどうかを決定します。 

• 無劾 

• 有効 

• Enable with Boot NIC (起動 NIC で有勁） 


メンテナンス_ 

Service Tag お使いのコンピューターのサービスタグが表示されます。 

AssetTag Asset Tag が未設定の攝合、システムの AssetTag を作成できます。 

System Management システム管理と機構をコントロールしまず。 

• Disable (無劾）（デフオルト） 

• DASH / ASF 2.0 
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メンテナンス 

SERR Messages 

SERR Message メカニズムを制御します。 

Enable SERR Messages (SERR メッセージを有劾化） ー デフオルトで有劾 

POST Behavior (POST 動作） 

Fast Boot 

一部の互換性手順をスキップすることにより起動プロセスを高速化します。 
Enable Fast Boot (高速起動を有劾化） ー デフォルトで有劾 

Numlock LED 

コンピューターの起動時、 Numlock 機能をオンにするかどうかを指定します。 

Enable Numlock LED (NumLock LED の有劾化） ー デフォルトで有劾 

POST Hotkeys 

七ットアップユーテイリテイまたはクイックブート機能を起動するにはキー 
ストロ ■ — ウシ- — ケンスが必要である旨を通知するメッセ'—ジをサインホン画 
面に表示させるかどうかを指定します。 

F 12 をオン= Boot menu (起動メニュー）ーデフォルトで有効 

Keyboard Errors 

システムの起動時に、キ' —ボ'—ドに関連するエラ ■ 一 をレポ' ー トするかどうか 
を指定します。 

Enable Keyboard Error Detection (キーボードエラー検出を有効にする） 

PCOIP BIOS Access 

有劾にすると、リモートユーザーは PC 日 IP ポータル経由で BIOS セットアップ 
にアクセスできます。 

Enable PCOIP BIOS Access (PCOIP BIOS アクセスを有劾化） ー デフォルトで有 
劾 

システムログ 


BIOS Events システムイベントログが表示され、ユーザーは次の操作を選択できます。 


• ロダのクリア 

• Mark all Entries (すべてのエントリに マークを 付ける） 
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デルへのお問い合わせ 


デルへの お問い合わせ 

E 心 メモ:お使いのコンピュータがインターネットに接続されていない場合は、購入時の納品書、出荷伝票、 
請求書、またはデルの製品カタロダで連絡先をご確認ください。 

デルでは、オンラインまたは電話によるサポートとサービスのオプションを複数提供しています。サポート 
やサービスの提供状況は国や製品ごとに異なり、国/地域によってはご利用いただけないサービスもござい 
ます。デルのセールス、テクニカルサポート、またはカスタマーサービスへは、次の手順でお問い合わせい 
ただけます。 

1. dell . com / support にアク セス します 

2. サポートカテゴリを選択します。 

3. ページの上部にある「国/地域の選択」ドロップダウンメニューで、お住まいの国または地域を確認しま 
す。 

4. 必要なサービスまたはサポートのリンクを選択します。 
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